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●  日  時 平成２９年７月１５日（土） 10時30分～12時00分  

●  会  場 静岡県地震防災センター （静岡市葵区駒形通５丁目９-１） 

 

テーマ 『近年の豪雨の特徴と 
今後目指すべき防災・気象情報の姿』 

 
講 師 一般財団法人日本気象協会 防災ソリューション事業部 

本間 基寛 専任主任技師 
 

（講演概要） 

平成27年関東・東北豪雨や平成28年台風10号による岩手県、北海道での災害など、最近発生し

た豪雨災害の特徴について概説するとともに、近年の気象予測技術の進展の例としてアンサンブル

予報などの事例を紹介し、極端な気象現象へ備えるための防災気象情報のあり方や受け止め方につ

いて議論を展開する。 

 



第 99 回ふじのくに防災学講座 
近年の豪雨の特徴と今後目指すべき防災・気象情報の姿 講演内容 
 

1. 2017 年 7 月の九州北部での豪雨 
福岡県朝倉市のうち、筑後川右岸側の平地部を中心に現地視察の結果を報告した。朝

倉市の南部で累積 600～800mm 超という豪雨となったが、このエリアにおいて一様に被

害が出ているというわけでなく、数 m の標高差によって被害の有無がはっきりと分か

れる状況となっていた。 
筑後川本川へ流れる支流の小河川での氾濫が多かった。小河川に架かる橋で流木等が

捕捉され、流れを妨げたためにそこから氾濫が発生したと思われる箇所が多かった。 
今回の調査場所は扇状地の先端あるいはさらにその先にあたるところが多く、礫ではな

く細かい砂が大量に堆積していた。朝倉市山田地区は大量の流木が発生していたが、上

流でため池が決壊したことも要因の一つと思われる。 
避難所や一部住民の方の話ではあるが、7 月 5 日正午頃から雨が強くなり出した後は、

ずっと豪雨のため周囲が真っ白になり、非常に恐怖と感じたとのことであった。今回の

調査地域は土砂災害警戒区域等ではないので、洪水または浸水の被害が懸念される地域

であった。その地域では、屋内・2 階以上で身の安全を守るという方法が有効であった

と思われる。ただし、小河川の水衝部にあたるところでは木造家屋流失の危険性がある

ので注意が必要である。 
 

2. 近年の災害の特徴と災害情報の動向 
 2015 年の関東・東北豪雨や 2014 年の広島土砂災害における豪雨の特徴を整理した。 

48 時間雨量で「50 年に一度」を超える規模となっている場合では、降水域の時空間

スケールが大きくなる傾向にあることから、府県単位などの広域で大雨となっている可

能性が高く、大河川での洪水危険度が増大、広域で同時多発的な土砂災害のおそれがあ

ることを指摘した。 
一方、3 時間雨量で「50 年に一度」を超える規模の場合、局所的な範囲での大雨とな

っていることも考えられることから、中小河川での洪水危険度が増大、局所的な土砂災

害の発生に警戒する必要性を指摘した。 
 

3. 予測精度も考慮した気象情報の活用 
気象モデルにも「癖」があり、得意な気象現象と不得意な気象現象があることから、

降雨や気象の状況に応じて適切な予測情報を選択し、活用する必要性を指摘した。近年

の気象予測技術の進展の例としてアンサンブル予報などの事例を紹介し、「不確からし

さ」をできるだけ定量化し、情報の確度が高い予測を利用するとともに、「最悪の事態」

の可能性を見ながら事態の急変をイメージしながら対応することの必要性を指摘した。 
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